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 従来，アンカー孔の削孔は，鉄筋探査後コアカッターによる削孔を行い，アンカー位置が確定後，支承形状

が決定し，以後工場製作～現場搬入～据え付けの手順となる．鉄筋探査後の削孔も既設鉄筋との干渉により，

繰り返し削孔が必要となり，複数削孔を行い，その削孔が劣化の助長に起因する可能性がある．また，削孔前

は，アンカー位置が明確でないため，支承形状が決定できず，支承形状決定までには多くの費用と労力が必要

となっていた． 

本論文では，従来のコアカッターによるアンカー削孔からウォータージェット工法へ変えることで大幅な工

事短縮が可能となった事例から得られた知見を報告する．

１．目的  

 対象橋梁は，3.11 東北地方太平洋沖地震で被災し

て橋梁の支承取替工事である．発注された工事内容

は，平成 10 年に架橋された鋼 2 径間連続鈑桁橋の支

承取替え工事で，被災した支承は，B タイプゴム支

承のうち A2 橋台に設けた可動支承である．また，供

用中の橋梁であり，上部工部材及び添架物，桁座配筋

の煩雑さと設計図面も保管されていないことから，

上部工等の部材位置計測を反映した削孔位置と支承

形状，支承取替時仮支点設置のための既設護岸の取

壊・再構築などが計画されていた． 

以上のことから，施工工法を検証し施工時の安全

性確保と工期の短縮を目的とした． 

２．対象橋梁 

 対象橋梁架橋状況と支承の被災状況は，以下のと

おりである．図-1 に全景，図-2 に支承被災状況を示

す． 

 

図-1 対象橋梁 

 

図-2 被災した支承（アンカー破断・変形） 
 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 工事発注時案 

３．課題・問題点 

支承設置に伴い，アンカー位置等から支承形状及

び重量が現支承 300kg/個からアンカー削孔位置か

ら想定される支承（発注図）重量は，500kg/個とな

る計画であった．また，仮支点は護岸を取り壊し，

再設置する計画で護岸の搬出・設置と護岸工事に伴

う仮設が必要となり，仮受け用ブラケットの製作設

置もブラケットアンカー設置後に設計照査・材料発
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注の手順となり，工事が可能となるのが河川管理者

からの許可後の工事となり，かつ多工種少量部材で

は材料入手の観点から年度内工事完了が難しい工期

設定であった． 

 

図-4 コアカッターによる削孔事例（別橋） 
４．解決策  

 既設支承アンカー位置で削孔が可能であれば，鉄

筋干渉問題を避けられ，予め支承材料手配が可能で

ある．合わせて支承形状が決定することで橋台桁座

でのジャッキアップの可否が明確となり，護岸の取

り壊しも不必要となることが想定された．このため

には，アンカー孔削孔方法をコアカッターからウォ

ータージェットによる削孔とすることで想定条件が

成立することが確認され，施工性と経済性の両面か

ら，ウォータージェットによる削孔を採用した． 

５．効果 

 削孔工法へ変更に伴い確認された効果は， 

① 支承が現橋同様の形状で既設アンカー同位置の

設置が可能となり、工事発注時の支承が安価で軽

量化が図られた． 

 

図-5 ウォータージェット削孔状況 
② 桁座に仮支点が設置可能となった．（護岸取壊設

置・ブラケット設置工事がなくなった．） 

 

図-5 桁座での仮受状況 

③ 対傾構・横鋼を避け、当初アンカー位置での削孔

を可能としたウォータージェット工法（桁内側は，

上下ストローク調整で 500mm の空間で削孔） 

 

④ フラットジャッキによる適切な反力導入 

 

６．まとめ 

 アンカー孔の削孔は，コアカッターによる削孔が

一般的である．しかし，ウォータージェット工法の採

用も可能であることが確認できた．作業の効率化や

全体工事費を勘案した場合，発注工事費より安価で

かつ 2 か月以上の工期短縮が可能となった． 
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